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１．はじめに

	 害虫防除に天敵を利用するという発想は古くからあり、かつては海外から侵入した新たな害虫に対し

て、侵入害虫の本来の生息地から有力な天敵を導入し、防除することが試みられた。こうした取り組み

は「古典的生物防除」と呼ばれ、日本における成功例として、カンキツのイセリヤカイガラムシに対す

るベダリアテントウの導入やクリタマバチに対するチュウゴクオナガコバチの導入などが知られている。 
	 近年は、イチゴやピーマン等果菜類の栽培施設内に生物農薬として市販されているヒメハナカメムシ

やカブリダニ類を放飼してハダニ類、アザミウマ類、コナジラミ類等の害虫を防除する方法が普及して

きている。天敵利用が広がった要因の一つには、微小害虫とくにハダニ類における薬剤抵抗性の発達が

ある。薬剤では防除しきれなくなり、ハダニ類対策としてのカブリダニ導入の選択を余儀なくされた施

設では、カブリダニを維持するため殺虫剤の使用を減らすことになり、これによって他の天敵を導入で

きる下地が整う事となった。複数の天敵を導入することで、殺虫剤使用を大幅に削減した栽培体系の成

功例も増えつつある。しかし、「生物農薬」として利用できる天敵の種類はまだ少なく、特に露地で栽培

される農作物に対して農薬登録のある天敵はごくわずかである。また、露地栽培の農作物に天敵を放飼

しても圃場外へ逃げ去ってしまう可能性が高く、露地での天敵利用には施設とは異なる工夫が必要であ

る。これらを背景に、平成 24年度から平成 27年度に、農林水産省の委託研究プロジェクト「土着天敵
を有効活用した害虫防除システムの開発」が実施された。このプロジェクトは、国立研究開発法人農業・

食品産業技術総合研究機構（農研機構）を中心に、国立研究開発法人農業環境技術研究所、公設農業研

究機関、大学など 12 機関が参画し、新たな害虫の侵入や従来稀であった害虫の発生拡大に対して安定
的かつ的確に対応するとともに従来の化学合成農薬に依存した防除体系から圃場の植生管理等によって

土着天敵が持つ潜在的な害虫制御機能を増強し、最大限発揮させる防除体系への転換を目指したもので

ある。本マニュアルは、この委託研究プロジェクトの成果から、現行の IPM 防除技術と整合性のある

土着天敵の活用技術を分かりやすく記載したものである。

2. 農薬取締法における土着天敵の利用の留意点
土着天敵については、平成 15 年農林水産省、環境省告示第１号において、使用場所と同一の都道府

県内（離島を除く）で採取されたものという条件付きで、昆虫網及びクモ網に属する動物が特定防除資

材として指定されたが、当初は、自然環境や生態系に対して有害な影響をもたらす可能性を配慮して、

土着天敵の増殖利用（増殖することにより生産された次世代以降の天敵を使用すること）は、特定防除

資材としての土着天敵の利用にあたらないとして解釈し、行わないよう指導がなされてきた。しかし、

土着天敵の増殖利用は、他の都道府県に持ち出され、環境影響を及ぼすことのない限り総合的病害虫雑

草管理(IPM)の有効な手段であるため、行政は、土着天敵の増殖に関する全国的な調査結果をもとに、
土着天敵の増殖利用による環境影響を回避するために必要な管理措置を取りまとめ、平成 21 年３月に
農水省消費・安全局長と環境省水・大気環境局長名による文書「特定農薬（特定防除資材）として指定

された天敵の留意事項について」（留意事項通知）を発出するに至った。これにより、都道府県の指導・

監視の下、一定の管理措置に従って土着天敵の増殖利用が可能となった。さらに平成 26 年３月には、
上記の利用事項通知を廃止する形で、土着天敵の利用や販売、増殖について具体的に書かれた、新たな

「特定農薬（特定防除資材）として指定された天敵の留意事項について」が発出されている。

http://www.maff.go.jp/j/nouyaku/n_tokutei/pdf/h26tokuteinouyaku_tennteki.pdf 

（研究代表者	 後藤千枝：農研機構中央農業研究センター）
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